
３ 男女が自立し安心して暮らせるまちづくり 

対象事業 現状・課題 意見 

事業番号 26 ・フードバンク事業は貧困が確認され

た世帯のみに行われている。 

・大々的に広報はしていない。 

・情報が得られないケースを含め、実際に困っているのに手を挙げられないことがある

のではないか。 

・貧困家庭の把握を適切に行う必要がある。 

事業番号 27 ・福祉の対象が母子家庭に傾きがちで

あるが、実際は父子家庭も苦しい。 

・母子世帯ではなく「ひとり親」に事業名称を改めるべき。 

事業番号 28 ・高齢者へのフォローは民生委員が努

力しているが、高齢者自身が支援を

受けることを拒絶する場合もある。 

 

・独居高齢者が支援を拒否する場合のアクセス方法を考える必要がある。 

・地域のイベントなどに関わることが煩わしいイメージがあり、地域との交流を断絶し

ているのではないか。 

事業番号 31  ・まちづくり推進センターイベントで

高齢者も参加してきていたが、コロ

ナ禍で途絶した。 

・高齢者が地域に積極的に関わる人と

全く関わらない人に二極化してい

る。 

・それぞれのペースで気軽に単発的に参加できる、新しい生活様式に沿ったイベントを

する必要がある。 

事業番号 33 ・子育てしている当事者（親）に情報

が届いていない。 

・母子保健推進員が自主的に訪問して

いたが、コロナ禍のため意欲的に訪

問できず、ポスティングに切り替え

ているが、表札がないため難しい。 

・母子教室もコロナ禍で停止している。 

・情報が届いておらず市報を見て来る人が多いため、母子手帳交付や出生届提出時に市

役所窓口で案内してはどうか。 

・現在は 2 か月健診を行っているが、出産後 1 か月に育児ノイローゼになるケースが

多い。 

・みやき町や基山町、上峰町は子育て支援が充実しており、首長の考えが先進的である。 

（金銭補助、町をあげての子育て宣言、子連れで遊びに行ける施設など） 



事業番号 37 ・「夏休み健康料理教室」は PTA 連合

会と食生活改善推進委員の交流の場

でもある。 

・今年度は新型コロナウイルスの影響で実施できなかったが、今後は開催に向けて開催

方法などを考える必要がある。 

事業番号 38 ・早期に初潮を迎えるなど、成長の早

い子どもにも対応する必要がある。 

・小学校中学年にも性教育を行う必要がある。 

・身体の成長や性には、個人差があることも教える必要がある。 

事業番号 39 ・乳がんや子宮がんなどの各種健診は、

母子健康推進員からのアナウンスや

託児により若い女性の受診が増え

た。 

・一度受けるとリピーターになるので良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 配偶者等に対する暴力の根絶 

対象事業 現状・課題 意見 

事業番号 63 講演会等を通じて成果があった。 子どもたちに力の平等ではなく精神的な平等を教えていくことが重要である。 

事業番号 65 ・相談できることや場所を知らない。 

・市役所に相談に行きにくい。 

・男性が加害者、女性が被害者という

意識がある。 

・相談できる窓口の広報を市報で特集を組んだり、HP を活用したりして行う必要があ

る。 

・フレスポに窓口を置くなど気軽に相談できる環境づくりができると良い。 

・男性の相談窓口が少ない。 

事業番号 72 ・住民票の閲覧制限が知られていない。 

・相談を受けてからでないと支援がで

きない。 

・転入の申請時に閲覧制限を希望するかのチェック欄を設けてはどうか。 

 

事業番号 79、81 ・DV は発見がしづらく、受けている

方が発信しづらい 

・乳幼児は健診などの際に体のあざなどで気付きやすいが、小学生になると気付くこと

が難しい。 

 


